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1. はじめに | 小質量X線連星

2. X線連星 MAXI J1820+070

コンパクト天体と太陽質量以下の恒星の連星系

伴星からのガスが降着円盤を形成
→ガスの落下で重力エネルギーを解放
→放射エネルギー

X線アウトバーストで発見される
可視光・近赤外線など多波長で増光
OISTER多波長観測することで放射源に制限

2018年3月11日（MJD 58188）にMAXIで発見
非常に明るいX線連星、減光補正なし可視光~12等まで増光
ブラックホール質量~8.5Msun (Torres+20）、距離~3.5kpc （Gandhi+19）

2019年1月26日にMAXIが発見
IRSF1.4m望遠鏡で近赤外線の特異変動を検出

OISTER (3/24)

+ MAXI/GSC (3/24)

+ Swift/BAT (3/24)

optical + radio (3/18; ATel #11439, 11458)

mid-IR + radio (4/8; ATel #11420, 11533)
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MJD 58201、X線ソフト状態
東工大・河合氏スライド、Shidatsu+18を改変

メイン
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OISTERの可視近赤外線
• ジェット
• 降着円盤（照射円盤）

高温降着流 標準円盤

ジェット

内部衝撃波

X線

可視光・近赤外線（短時間変動成分）

可視光・近赤外線
（定常成分）

BH

g band

緑：1回目
赤：2回目
青：3回目

3度のミニアウトバースト
• 1，2回目はほぼ同じ
• 3回目のみピークが暗い

MITSuMEの高頻度モニター
→類似性と違いが判明
3バンドで放射源検討
詳細はP3s樋口ポスター

B）ミニアウトバースト中の短時間変動

Tomo-e/可視光

NICER/X線

秒スケール可視光X線同時観測

• なゆた
• SaCRA
• MITSuME
• Tomo-e

短時間変動

平均

A）メインアウトバースト中の多波長SED

3. X線連星 MAXI J1348-630

約17秒おきに1点

樋口2022年度東工大卒論

C）ミニアウトバーストの光度曲線

MITSuMEの高頻度・長期光度曲線

3度のミニアウトバースト

増光

Av = 0.81で
減光補正後

可視光とX線で
相関する高速変動

X線が可視光に
0.5-0.7秒先に変動

MJD 58588

高時間分解の同時観測から短時間変動SEDを評価
→短時間と定常成分を分離

発見51日後

樋口2022年度東工大卒論

10秒スケールOISTER同時観測

平均と短時間変動のSED

実線：平均ＳＥＤ
破線：短時間SED

円盤2成分、ジェットが存在

安達2020年度東工大修論

Shidatsu+, ApJ, 2018, 2019
MAXIチームとの共同研究

放射源の概念図

相関する短時間変動
→変動SEDの決定
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